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城陽おひさまプロジェクトnews　
第30号　2018年5月7日　NPO法人市民共同発電をひろげる城陽の会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(0774-55-4190)


　2018年度総会と記念講演のお知らせ

　　食卓から地球を冷やそう　炭で野菜づくり　

　　　　5月26日　文化パルクで開催、講師は田中秀門氏

2018年度再エネ・省エネ講演会を5月26日（土）午後1時から文化パルク城陽で開催します。今年はクールベジタブル、略称クルベジをテーマに田中秀門さんにお話いただきます。クルベジとは“食卓から地球を冷やそう“をテーマに、木や竹で炭をつくり、それを堆肥に混ぜて農地にすき込んでＣＯ2を閉じ込めると同時に炭で土壌改良して、美味しくて丈夫な作物を作ろうとする試みです。（詳しくはｐ2を）
亀岡市では市と大学・農家・企業が一緒になって取り組みを進めています。講師の田中さんは亀岡市保津在住、亀岡市役所に勤務、地域では農家の方々とクルベジに取り組んでおられます。

　今回の講演にあわせて田中さんには亀岡のクルベジ野菜をお持ちいただき展示します。他の野菜とどう違うのかをぜひご覧ください。また、城陽で長年炭作りをしてこられた「城陽市観光協会梅の郷青谷づくり梅林部会」のご協力で炭をいただきました。ご参加の方々には青谷の竹炭をさしあげます。無料です。

　畑や田んぼをされている農家の方はもちろん、家庭菜園をされている方、ガーデニングを楽しんでおられる方などぜひ、周りの方をお誘いあわせのうえご参加ください。

　城陽市後援　入場は無料　事前申込は不要です。（チラシを同封しています）
　日時　　5月26日（土）開場午後1時　開始１時半～３時
場所　　文化パルク城陽西館　第4会議室
　テーマ　食卓から地球を冷やそう　炭で野菜づくり

　　　　　クルベジ®の取り組み
　講師　　田中　秀門　氏（NPO法人京都もやいなおしの会理事・亀岡市生涯学習部長）

　　　　　　　　　　　　　　　
　理事会を開催、総会日程など決定
　4月16日、ぱれっとＪＯＹＯにて理事会を開催、理事・監事全員の出席のもと5月26日の第6回通常総会開催を決定しました。会員のみなさんのご参加をお願いします。

　日程　　5月26日（土）3時10分より

　場所　　文化パルク城陽西館第４会議室

　議題　　1号議案　29年度事業報告　決算報告

　　　　　2号議案　30年度事業計画　事業予算

　　　　　3号議案　定款改正

　　　　　4号議案　議事録署名人選任

　　　　　その他

　クルベジ？とは

「クルベジ」とは、クールベジタブルの略称です。これは、街の人々と有機農家と里山が一緒になって「未来の子供たちへ確かな未来を残そう」を合言葉に、みんなが笑顔でつながってＣＯ２を減らそうというプロジェクトです。　
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里山の森林保全活動で出る間伐材や竹でバイオ炭を作ってもらい農家が買い上げます。このバイオ炭を畑に埋めるとＣＯ2削減につながり、さらに畑の土が元気になり美味しい野菜が育ちます。（１ｋｇの炭を埋めると約３ｋｇのＣＯ2削減ができます。）

茨木市に一般社団法人クルベジ協会があり、認証と普及活動を行っています。　これまでに千葉県の農家が青大豆、茨城県の農家はゴボウやカブを静岡県の農家はお茶栽培に利用されているなど、野菜作り土作りにこだわる農家が続々と炭を使った元気な農産物・野菜作りに挑戦しています。
亀岡市も竹林の整備と炭素低減と経済効果等の調査　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 を始めています。
　＜亀岡の事例＞
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　亀岡市と立命館大学・龍谷大学・京都学園大学そして地元の農事法人が協力して、保津の郷を中心に野菜や米作りにバイオ炭を活用しています。バイオ炭による炭素貯留を通じた温室効果ガスの削減と、都市部から農山村部への資金還流を両立させるしくみの構築を目標として、“亀岡カーボンマイナスプロジェクト”が２００８年に始動しました。地元のスーパーも協力を申し出て市役所近くのスーパーマツモト荒塚店などではクルベジの野菜コーナーが設けられています。

　左の写真は亀岡市役所前のスーパーマツモト・荒塚店のクルベジコーナーです。ネギや小松菜・菜の花などの野菜とともに生産者の顔写真が掲示されています。

　

電力自由化　2016年4月から2年　

　毎月30万件の増加、３月末で700万件を突破

電力システム改革の第1弾として、すべての電気事業者に加入義務のある認可法人として中立・公平な業務運営を行う電力広域的運営推進機関（OCCTO/東京都江東区）が2015年4月に発足しました。この組織が需要家による電力購入先の変更を支援する「スイッチング支援システム」について、2018年3月末までの利用状況を取りまとめ公表しました。
　最近の乗り換え件数の推移　（単位　千件）

	ｴﾘｱ/年月
	17年12月末
	18年1月末
	18年2月末
	18年3月末
	エリア別　％

	北海道
	307.9 
	318.2 
	331.1 
	347.3 
	4.9 

	東北
	234.0 
	247.4 
	262.3 
	277.0 
	3.9 

	東京
	3035.1 
	3186.7 
	3333.6 
	3494.7 
	49.2 

	中部
	610.0 
	647.8 
	683.1 
	718.9 
	10.1 

	北陸
	38.9 
	42.2 
	43.7 
	45.7 
	0.6 

	関西
	1275.5 
	1346.6 
	1421.8 
	1489.6 
	21.0 

	中国
	109.1 
	116.2 
	124.2 
	133.2 
	1.9 

	四国
	82.9 
	89.3 
	95.2 
	100.6 
	1.4 

	九州
	416.1 
	439.0 
	464.8 
	489.3 
	6.9 

	沖縄
	0.1 
	0.1 
	0.1 
	0.1 
	0.0 

	計
	6109.6 
	6433.5 
	6759.9 
	7096.4 
	100.0 

	毎月の差
	
	323.9
	326.4.
	336.5
	

	乗換率　％
	　　　　　　　12.2
	12.8
	13.5
	14.2
	


　電力広域的運営推進機関　スイッチング支援システムの利用状況について（3月31日時点）より
2016年4月の電力自由化から1年11カ月、本年３月末において、電力の購入先を新電力へ変更した契約件数は709万6400件となりました。10月以降は毎月30万件以上が新しい電力会社への変更を申請しており、今年に入っても毎月30万件を超え、その趨勢が続いています。（同機関が発表する数値には、500kW未満の高圧の需要者が2～3％程度含まれています。）
７００万件を超えたとは言うもののまだ14.2％にとどまっています。再エネ重視、原発に頼らないで温暖化防止に役立つ、環境にやさしい電力会社を選んで乗換えを進めていきましょう。

亀岡電力4月スタート

　亀岡市では京都府内初となる「亀岡ふるさとエナジー株式会社」を亀岡市・パシフィックパワー株式会社・亀岡商工会議所・京都銀行・京都中央信用金庫などと共同出資で設立しました。公共施設の一部に電力を供給し、エネルギーコストの軽減を目指し、収益を地域に還元するシステムを構築する、としています。

市民発電の１１号機、３月３日の点灯式に１５人が参加。

　　　―宇治小倉長廻発電所　3.92ｋｗ　当会設置の総発電設備は50ｋｗ超―

　昨年、久御山で行われた母親大会での古家野務局長の講演が契機となり宇治市小倉に新しい市民共同発電のソーラーパネルが設置出来ました。点灯式が3月3日に行われ、土居理事長はじめ宇治、城陽、久御山から15名の方々が参加されました。

　土居理事長は「政府は原発を進めようとして再エネを重視しないように画策しているように思える。そのような中で長廻さんが地域の皆さんの協力をもとに今回発電所の設置をされた。感謝したい。これを機会にパネルの設置が進むことを期待している。」と挨拶。長廻さんは「久御山の母親大会を機会に設置が出来た。トントントンと話が進み喜んでいる。地球温暖化防止に協力できてよかったと思っている。」と発言されました。

　パナソニック製の１枚が245ｗのパネルが１６枚取付られ、3.92ｋｗの発電能力になりました。年間推定発電量は4281ｋｗｈ/年、ほぼ一般的な家庭の消費電力と同量、推定ＣＯ2削減効果は2159kg-ＣＯ2です。

　ソーラーパネルによる点灯の後、参加者全員で「手のひらを太陽に」を合唱、長廻さん宅前で記念撮影をして10時30分頃、点灯式を終了しました。

　地球にやさしく家計にもやさしい太陽光パネルをお考えの方、ぜひ市民共同発電のゼロ円システムをご検討ください。
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　　　　　点灯式で記念撮影

城陽市から要望書に回答

　城陽市に対して二酸化炭素の排出量の変化やその削減計画、ＬＥＤへの交換状況、電力の購入先等を明らかにするようになどを求めたお尋ねと要望書を1月16日に提出、3月2日に回答がありました。城陽市にも亀岡市のような地域の新電力会社の設立等も問い合わせしましたが、その計画はないとの回答でした。回答書についてご希望の方は役員までご連絡ください。
会員の皆様へ―――――――――――――――――――――――――――――――
 会費
2018年度の会費（500円／年）がまだの方は納入をお願いします。お振込みを希望

の方は別途ご連絡ください。
 返済（再生可能エネルギーによる発電設備設置協力金の返済）

4号機（城陽市寺田今堀3.6kw）の第4回返済は6月1日（金）に行う予定です。

3号機（城陽市寺田深谷10.26kw）の第4回返済は4月2日（月）に行いました。
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